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挨拶を述べる波多野会長

挨拶を述べる土屋会長

島
し
ょ
農
業
の
活
性
化
施
策
に
関
す
る
要
望
な
ど
決
議

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

　

島
し
ょ
農
業
委
員
会
協
議
会

（
土
屋
博
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど

第
25
回
島
し
ょ
農
業
委
員
・
農
業

者
大
会
を
開
き
、
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
島
し
ょ
農
業
の
活

 
 

都
農
業
会
議
は
、
８
月
17
日
に

南
新
宿
ビ
ル
で
会
議
員
48
人
の 

出
席
を
得
て
、
第
１
１
１
回
通
常

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
①
東
京
都
農
業
会
議

員
の
辞
任
の
承
認
、
②
同
会
議
員

の
選
任
（
青
木
榮
氏
＝
全
農
東
京
、

清
水
武
男
氏
＝
経
営
者
ク
ラ
ブ
）
、

③
平
成
23
年
度
事
業
報
告
の
承

認
、
④
同
歳
入
・
歳
出
決
算
の
承

認
、
⑤
平
成
24
年
度
歳
入
・
歳
出

予
算
の
一
部
修
正
、
⑥
東
京
都
農

平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
歳
入
・
歳
出
決
算
な
ど
承
認

　

 

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
な
ど
決
定

第
１
１
１
回
東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会

業
政
策
に
関
す
る
建
議
（
２
面
）

の
６
議
案
を
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

自
民
党
の
都
市
農
業
研
究
会

（
石
原
伸
晃
会
長
）
が
「
都
市

農
業
基
本
法
」
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
▼
平
成
18
年
度
の

農
委
農
業
者
大
会
か
ら
要
望

を
続
け
て
い
る
「
都
市
農
業

基
本
法
」
が
い
よ
い
議
論
さ
れ

は
じ
め
た
▼
そ
も
そ
も
こ
の
要

望
の
基
本
は
平
成
11
年
の
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
で
「
都

市
周
辺
の
農
地
」
と
記
載
さ

れ
た
こ
と
に
遡
る
▼
農
水
省

は
「
都
市
は
開
発
さ
れ
た
所
、

農
地
は
開
発
さ
れ
て
い
な
い
の

で
『
都
市
周
辺
』
に
は
市
街

化
区
域
内
農
地
が
含
ま
れ
る
」

と
説
明
し
た
▼
そ
の
後
の
経

緯
で
「
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の

農
地
」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、こ
の
説
明
で
は
「
都

市
農
地
」
は
存
在
し
な
い
▼

日
本
は
古
来
か
ら
都
市
と
農

業
・
農
地
が
混
在
し
て
発
展

し
、
独
自
の
循
環
型
社
会
を

形
成
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
誇

る
べ
き
日
本
の
文
化
で
あ
る
▼

来
た
る
べ
き
都
市
計
画
法
改

正
で
は
「
農
業
の
あ
る
街
づ
く

り
」
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 あ　

ぜ　

み　

ち

性
化
を
支
え
る
施
策
に
関
す
る
要

望
」
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
活
動
検
討
会
を
開

き
、
龍
野
都
農
業
振
興
課
長
が
「
東

京
都
の
島
し
ょ
農
業
支
援
施
策
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
会
議
は
11
月
20
日
午

後
１
時
30
分
よ
り
、
府
中
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
「
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
す
。

　

「
継
続
性
の
あ
る
農
業
経
営

の
確
立
と
、
東
京
の
農
地
保
全

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

農
水
省
や
国
交
省
の
担
当
者
を

招
き
、
都
市
農
業
・
農
地
の
保

全
施
策
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を

行
い
ま
す
。

　

多
く
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

「
農
業
委
員
会
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
き
ま
す

建
議
の
実
現
に
向
け
東
京
都
へ
要
請

東
京
都
農
業
会
議

　

都
農
業
会
議
は 

9
月
18
日
、
東
京
都

に
対
す
る
建
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

「
東
京
都
農
業
政

策
に
関
す
る
建
議
」

は
８
月
の
総
会
で
決
定
し
た
も
の

で
、
認
定
農
業
者
な
ど
農
家
の
経

営
改
善
に
対
す
る
重
点
的
な
支
援

を
求
め
る
内
容
で
す
。

　

建
議
を
受
け
取
っ
た
東
京
都
の

津
国
農
林
水
産
部
長
は
「
都
と
し

て
頑
張
る
農
家
を
支
援
し
て
い
く

考
え
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
都
農
業
会
議
よ
り
「
島

し
ょ
農
業
振
興
と
農
業
委
員
会
活

動
」
に
つ
い
て
、
各
農
業
委
員
会

よ
り
「
島
民
と
と
も
に
育
て
る
我

が
島
の
農
業
と
活
動
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
と
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

津国農林水産部長（左）に建議を手渡す
波多野会長（中央）と肥沼副会長（右）

東
京
都
農
業
会
議
情
報

渋
谷
区
代
々
木
２
―
10
―
12

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
３
―
３
３
７
０
―
７
１
４
５

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
３
０
号　

平
成
24
年
９
月
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第
５
回
常
任
会
議
員
会
議

 
 

平
成
24
年
８
月
17
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く

知

事

諮

問

は
、

４

条

４

件

１

４

６

０

㎡
、

５

条

６

件

３
０
０
７
㎡
に
つ
い
て
審
議

し
、
許
可
相
当
と
答
申
す
る
旨

決
定
し
た
。

第
６
回
常
任
会
議
員
会
議

　

平
成
24
年
９
月
18
日
に
開
催

し
状
況
は
次
の
と
お
り
。

議
事

　

農
地
法
の
規
定
に
基
づ
く
知

事
諮
問
は
、
５
条
４
件
９
５
７

㎡
に
つ
い
て
審
議
し
、
許
可
相

当
と
答
申
す
る
旨
決
定
し
た
。

協
議

　

①
平
成
25
年
度
東
京
都
農
業

会
議
事
業
・
予
算
の
構
想
に
つ

い
て
協
議
し
、
11
月
７
日
開
催

の
区
市
町
村
賛
助
員
協
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

②
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
要
領(

案)

を
協
議
し
、
11
月
20
日(

火)

に
「
継
続
性
の
あ
る
農
業
経
営

の
確
立
と
、
東
京
の
農
地
保
全

を
め
ざ
し
て
～
意
欲
あ
る
認
定

農
業
者
等
と
農
業
委
員
会
・
消

費
者
が
共
に
築
く
～
」
を
テ
ー

マ
に
府
中
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
多
数
の
参
加
を
お
願
い
す

る
こ
と
と
し
た
。
（
内
容
１
面
）

当
面
の
農
政
問
題

　

認
定
農
業
者
等
担
い
手
対
策

の
推
進
に
向
け
た
重
点
活
動
と

し
て
、
制
度
啓
発
、
区
市
町
村

独
自
支
援
策
の
創
設
、
認
定
農

業
者
の
組
織
化
、
意
見
交
換
会
・

研
修
会
・
講
演
会
の
開
催
、
再

認
定
の
推
進
な
ど
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

　

新
規
就
農
希
望
者
経
営
計
画

支
援
会
議
の
取
り
組
み
や
、
民

主
党
の
農
林
水
産
部
門
会
議
お

よ
び
都
市
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
に
つ
い
て
、
ま
た
自
民

党
の
都
市
農
業
研
究
会
や
、
各

政
党
の
農
業
に
関
す
る
動
向
に

つ
い
て
報
告
し
た
。

　

国
土
交
通
省
の
都
市
計
画
制

度
小
委
員
会
が
中
間
と
り
ま
と

め
と
し
て
公
表
し
た
「
都
市
計

画
に
関
す
る
諸
制
度
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
」
の
概
要
と
、

農
林
水
産
省
が
行
っ
た
平
成
25

年
度
農
林
関
係
税
制
改
正
要 

望
事
項
、
お
よ
び
平
成
25
年
度

農
林
水
産
予
算
概
算
要
求
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
た
。

常　

任　

会　

議　

員　

だ　

よ　

り

東
京
都
農
業
政
策
に
関
す
る
建
議
要
旨

１
．
認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援

体
制
の
強
化

　

区
市
町
村
が
行
う
認
定
申
請
個

別
相
談
会
や
経
営
改
善
計
画
を
実

現
す
る
た
め
の
相
談
活
動
、
区
市

町
村
独
自
の
支
援
事
業
等
を
積
極

的
に
後
押
し
す
る
た
め
、
認
定
農

業
者
へ
の
支
援
体
制
を
さ
ら
に
強

化
す
る
と
と
も
に
、「
認
定
農
業
者

支
援
対
策
室
（
仮
称
）」
を
設
置
し

重
点
的
な
対
応
を
図
る
こ
と
。

２
．
目
標
が
認
定
農
業
者
の
指
標

に
達
し
な
い
農
業
者
に
対
す
る
支

援
強
化

　

区
市
町
村
は
、
認
定
農
業
者
を

目
指
す
経
営
水
準
に
は
未
だ
達
し

得
な
い
経
営
で
あ
っ
て
も
、
意
欲

を
も
っ
て
農
業
経
営
を
行
っ
て
い

れ
ば
地
域
農
業
の
担
い
手
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
農
業
者
を
支
援
す
る
た

め
、
都
で
も
区
市
町
村
の
取
組
に

対
し
て
積
極
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
。

３
．
規
模
拡
大
を
図
る
認
定
農
業

者
の
支
援
と
農
地
の
遊
休
化
の
防

止
　

農
地
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
再
生
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
を  

踏
ま
え
た
柔
軟
な
運
用
と
予
算
の

拡
充
を
行
う
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
都
内
で
は
活
用
が
難

し
い
国
の
「
農
地
集
積
協
力
金
」

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
農
業
者
が
高

齢
化
や
労
働
力
不
足
等
を
理
由
と

し
て
農
地
の
貸
し
手
と
な
る
場
合

に
は
、「
農
地
利
用
促
進
協
力
金
（
仮

称
）」
を
交
付
す
る
事
業
を
創
設
す

る
こ
と
。

４
．
東
京
版
の
認
定
農
業
者
経
営

指
標
の
作
成

(1) 
作
目
別
指
標
の
作
成

　

経
営
改
善
計
画
の
作
成
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
認
定
農
業
者
が

自
ら
技
術
水
準
や
経
営
改
善
の
達

成
度
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
主
要
な
作
目
ご
と
の
標
準
収

穫
量
や
投
下
労
働
時
間
を
示
す
指

標
を
作
成
し
公
開
す
る
こ
と
。

(2) 

経
営
改
善
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
東
京
モ
デ
ル
）
の
作
成

　

認
定
農
業
者
が
自
ら
経
営
改
善

計
画
の
達
成
度
を
確
認
で
き
る

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
東
京
版
モ
デ

ル
を
開
発
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
都
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
と
連
携
し
て
そ
の
作
成
に

取
り
組
む
こ
と
。

(3) 

家
族
以
外
の
労
働
力
を
導
入
し

経
営
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
認
定

農
業
者
へ
の
支
援

　

収
益
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
家

族
以
外
の
労
働
力
を
導
入
し
よ
う

と
す
る
農
業
者
を
積
極
的
に
支
援

す
る
た
め
、
雇
用
活
用
型
の
農
業

経
営
モ
デ
ル
指
標
を
作
成
す
る
こ

と
。

都
市
農
業
・
農
地
を
巡
る
課
題
な
ど
示
す

農
水
省
「
都
市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
検
討
会
」
中
間
と
り
ま
と
め

　

農
林
水
産
省
は
、こ
の
ほ
ど
「
都

市
農
業
の
振
興
に
関
す
る
検
討

会
」
の
中
間
と
り
ま
と
め
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

「
中
間
と
り
ま
と
め
」
は
、
社
会
・

経
済
状
況
や
防
災
の
観
点
な
ど
広

い
視
野
に
立
ち
、
都
市
の
農
業
・

農
地
の
現
状
を
整
理
し
、
直
面
し

て
い
る
問
題
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

都
市
の
農
業
・
農
地
へ
の
国
民

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
醸
成
の
必
要

性
、
既
存
制
度
の
活
用
、
土
地
利

用
制
度
上
の
位
置
付
け
の
明
確
化

と
土
地
利
用
規
制
の
具
体
化
、
税

負
担
の
公
平
性
の
確
保
な
ど
の
論

点
か
ら
検
討
さ
れ
た
「
と
り
ま
と

め
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
①
国
民
的
理
解
の
醸

成
、
②
都
市
農
業
振
興
等
の
た
め

の
取
組
の
推
進
、
③
諸
制
度
の
見

直
し
の
検
討
に
取
り
組
む
べ
き
と

し
て
い
ま
す
。
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東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
結
果
概
要

　

都
農
業
会
議
は
、
東
京
都
の
委

託
を
受
け
、
平
成
22
年
産
の
東
京

都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
を
と
り

ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
調
査
対
象
者
各
位
は
も
と

よ
り
、
農
業
委
員
会
を
は
じ
め
区

市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
関
係
機
関
よ
り

多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
平
成
19
年

産
以
降
、
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

　

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本

調
査
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
こ
と
、
あ
ら
た
め

て
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
調
査
結
果
の
概
要
な

ど
を
報
告
し
ま
す
。

【
調
査
名
】

　

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査

（
平
成
22
年
産
）

【
調
査
対
象
期
間
】

　

平
成
22
年
１
月
～
12
月

【
調
査
対
象
区
市
町
村
】

　

49
区
市
町
村

（
農
地
の
あ
る
都
内
区
市
町
村 

※

北
区
を
除
く
）

【
調
査
対
象
者
】

　

農
業
経
営
面
積
10
ア
ー
ル
以
上

の
農
家
。
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず

る
農
家

【
対
象
作
物
】

　

野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
穀
類
・

工
芸
作
物
・
植
木
・
グ
ラ
ン
ド
カ

バ
ー

【
調
査
項
目
】

　

作
付
面
積
、
出
荷
量
（
花
き
な

ど
）、
生
産
本
数
（
植
木
）
な
ど

【
調
査
状
況
】

 

① 
調
査
対
象
者

　

１
万
５
千
３
９
２
戸

 

② 

調
査
回
収

　

１
万
１
千
２
８
０
戸
（
回
収
率

約
73
・
２
％
）

 

③ 

有
効
回
答

　

１
万
７
０
９
戸
（
有
効
回
答
率

約
69
・
５
％
）

【
調
査
結
果
概
要
】

　

東
京
都
全
体
・
地
区
別
・
区
市

町
村
ご
と

 

① 

農
業
産
出
額
＝
４
ペ
ー
ジ
に

掲
載

 

② 

農
業
産
出
額
順
位
（
野
菜
・

果
樹
・
花
き
・
工
芸
作
物
の
み
対
象
）

＝
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

③ 

作
付
の
べ
面
積
＝
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載

 

④ 

主
要
野
菜
作
付
面
積
・
収
穫

量
（
東
京
都
全
体
・
地
区
別
）
＝

３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
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 平成２４年９月２８日 東 京 都 農 業 会 議 情 報（5）　　第３３０号

埼
玉
県
宮
代
町
の
「
農
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど
研
究

女
性
農
業
委
員
・
職
員
現
地
研
究
会

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
石
田
昭
男
会
長
）
は
、
神
奈

川
県
農
業
委
員
会
職
員
事
務
研
究

会
（
江
成
卓
史
会
長
＝
横
浜
市
）

と
共
催
し
、
横
浜
市
で
「
農
業
委

員
会
職
員
現
地
研
究
会
」
を
開
き

ま
し
た
。

　

東
京
都
と
神
奈
川
県
の
農
委
会

職
員
が
共
同
し
て
、
都
市
農
業
に

つ
い
て
現
地
研
究
会
を
開
く
の

は
、
は
じ
め
て
の
試
み
と
な
り
ま

し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
ま
ず
、
横
浜
市

の
都
市
農
業
と
農
業
施
策
に
つ
い

て
、
同
市
の
森
能
文
係
長
よ
り
概

要
の
説
明
が
さ
れ
、
特
に
、
横
浜

市
独
自
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
農

業
専
用
地
区
（
そ
の
後
に
農
振
農

用
地
の
指
定
を
受
け
る
）
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
、
横
浜
農
業
の
歩

み
や
現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
横
浜
市
の
農
業
委
員

会
の
活
動
と
課
題
に
つ
い
て
、
横

浜
市
中
央
農
業
委
員
会
と
南
西
部

農
業
委
員
会
よ
り
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
、
説
明
に
あ
た
っ
た
江
成

係
長
は
、
相
続
な
ど
を
き
っ
か
け

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、
埼

玉
県
宮
代
町
に
お
い
て
女
性
農
業

委
員
職
員
現
地
研
究
会
を
開
き
ま

し
た
。

　

都
内
９
区
市
か
ら
女
性
農
業
委

員
が
６
人
、
農
業
委
員
会
事
務
局

の
女
性
職
員
が
３
人
参
加
し
ま
し

た
。

　

宮
代
町
で
は
「
農
」
の
資
源
を

町
の
地
域
資
源
と
し
て
と
ら
え
、

市
民
全
体
で
維
持
、
発
展
さ
せ
る

と
と
も
に
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
、

産
業
な
ど
、
様
々
な
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
て
い
こ
う
と
考
え
「
農

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

一
行
は
中
心
施
設
で
あ
る
「
新

し
い
村
」
を
訪
れ
、
町
の
職
員
か

ら
取
組
の
経
過
や
、
同
町
農
業
委

員
会
に
お
け
る
遊
休
農
地
解
消
活

動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
村
の
な
か
に
整

備
さ
れ
た
直
売
所
や
ハ
ー
ブ
園
、

復
元
水
田
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

横浜市農業委員会の取り組みについて
説明を受ける

舞岡ふるさと村の取り組みなど説明する
江成係長（神奈川県農委会事務研究会長）

写真を撮るコツを説明する髙橋淳子氏

都
市
農
業
を
巡
る
情
勢
や
農
地
制
度
に
つ
い
て
研
修

都
内
４
地
区
で
農
業
委
員
研
修
会
開
く

　

東
京
都
農
業
会
議
は
、
８
月
に

都
内
４
地
区
に
お
い
て
、
農
業
委

員
研
修
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
①
都
市
農
業
を

巡
る
情
勢
と
対
応
、
②
東
京
農
業

の
状
況
、
③
調
査
結
果
の
概
要
（
野

菜
生
産
農
家
の
出
荷
と
販
売
に
関

す
る
調
査
・
東
京
都
農
作
物
生
産

状
況
調
査
）
、
④
農
地
法
等
改
正

以
後
の
農
地
制
度
お
よ
び
都
内
農

地
等
の
状
況
に
つ
い
て
を
都
農
業

会
議
よ
り
説
明
を
し
た
ほ
か
、
新
・

東
京
農
業
振
興
プ
ラ
ン
の
概
要
に

つ
い
て
、
東
京
都
の
担
当
職
員
が

今
後
の
都
の
農
業
施
策
の
方
向
性

を
含
め
説
明
を
し
ま
し
た
。

写
真
の
撮
り
方
や
誌
面
デ
ザ
イ
ン
な
ど
研
究広

報
研
究
会
開
く

　

都
農
業
会
議
は
こ
の
ほ
ど
、
農

業
委
員
会
に
お
け
る
情
報
活
動
を

推
進
す
る
た
め
広
報
研
究
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
に

携
わ
る
農
業
委
員
や
職
員
ら
約
60

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
写
真
家
の
髙
橋
淳
子

氏
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
江
藤
梢
氏
を

講
師
に
迎
え
、
農
業
委
員
会
だ
よ

り
に
使
う
た
め
の
写
真
の
撮
り
方

や
、
誌
面
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ツ
な
ど

を
テ
ー
マ
に
実
践
的
な
講
義
を 

行
い
ま
し
た
。　

に
生
産
緑
地
の
面
積
が
減
少
に
転

じ
て
お
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
生

産
緑
地
の
追
加
指
定
を
進
め
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
農
地
利
用
状
況

調
査
の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
横
浜
市
の
取

り
組
み
を
は
じ
め
、
農
地
利
用
状

況
調
査
や
生
産
緑
地
の
事
務
な
ど

に
つ
い
て
、
都
内
と
神
奈
川
県
の

農
委
会
職
員
が
活
発
に
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
で
は
、
都
市
の
な
か

の
農
地
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
、

農
業
専
用
地
区
の
指
定
を
受
け
、

事
業
を
導
入
し
ハ
ム
工
房
や
野
菜

の
集
出
荷
施
設
を
設
置
す
る
な
ど

積
極
的
な
農
業
経
営
を
展
開
す
る

一
方
で
、
住
民
が
親
し
む
場
や
風

景
を
提
供
す
る
「
舞
岡
ふ
る
さ
と

村
」
の
状
況
を
研
究
を
し
ま
し
た
。

宮代町の「農のあるまちづくり」に
ついて説明を受ける参加者

横
浜
市
の
農
業
施
策
・
農
委
会
活
動
な
ど
研
究

 
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
農
委
会
職
員
研
究
会
が
初
共
催

農
業
委
員
会
職
員
現
地
研
究
会
開
く
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多くの来場者をむかえたひまわり畑

10
月
～
11
月
の
日
程

10
・
５ 

㈮ 

経
営
部
会
長
研

10
・
17 

㈬ 

常
任
会
議
員
会
議

10
・
19 

㈮ 

農
地
流
動
化
現
地
研

10
月
25
日 

㈭ 

～
26
日 

㈮

　
　
　

 
 
 

会
長
現
地
研

　
　
　
　

 

（
岐
阜
市
）

11
・
７ 

㈮ 

賛
助
員
協
議
会

　
　
　
　

 

互
選
会

11
・
19 

㈬ 

監
査
会

　
　
　
　

 

常
任
会
議
員
会
議

11
・
20 

㈫ 

農
業
委
員
会

　
　
　
　

 

活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
・
29 

㈭ 

農
業
者
年
金
制
度
研

永
年
勤
続
表
彰
・
講
演
会
開
く

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会

武
蔵
野
市
で

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
く

　

武
蔵
野
市
農
業
委
員
会
（
井
口

良
美
会
長
）
は
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
「
武
蔵
野
の
“
農 

”
風
景

に
写
ッ
タ
ー
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

応
募
さ
れ
た
同
市
の
“
農 

”

に
関
わ
る
写
真
を
審
査
し
、
11
月

の
市
報
に
て
結
果
を
公
表
す
る
予

定
で
す
。

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
清
水

武
男
会
長
）
は
、
東
京
都
に
対
す

る
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

区
市
の
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
会

長
な
ど
役
員
ら
で
都
庁
を
訪
問

し
、
津
国
都
農
林
水
産
部
長
に
６

月
の
総
会
で
決
定
し
た
「
東
京
農

業
の
確
立
に
関
す
る
要
望
」
を
手

渡
し
て
実
現
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
が
策
定
し
た 

　

清
瀬
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
「
清
瀬

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
に
都
市
農
地
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域
活
性
化

に
繋
げ
よ
う
と
「
清
瀬
市
農
あ
る
風

景
を
守
る
会
」
が
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

３
万
５
千
人
以
上
が
訪
れ
、  

 
 

来
場
者
は
一
面
に
広
が
る
10
万
本
の

ヒ
マ
ワ
リ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
石
田
昭
男
会
長
）
は
、
８
月

31
日
に
、
全
体
研
究
集
会
を
南
新

宿
ビ
ル
に
て
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
第
38
回
永
年
勤
続

表
彰
を
行
い
、
会
員
６
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

　

引
き
続
き
、
前
工
学
院
大
学
建

築
学
科
教
授
の
東
正
則
氏
を
講
師

に
迎
え
「
都
市
農
業
必
要
者
保
全

責
任
の
原
則
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
を
開
き
ま
し
た
。

　

東
氏
は
「
都
市
農
業
の
保
全
に

は
不
可
欠
な
防
災
面
か
ら
の
視
点

津国農林水産部長（左）に要望書を手渡す
清水会長（右）

表彰を受ける日の出町の松尾勇さん（右）

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と  

農
業
会
議
は
、
都
市
農
業
の  

未
来
を
消
費
者
と
共
に
考
え
る 

機
会
を
つ
く
る
た
め
、
都
消
費

者
月
間
実
行
委
員
会
と
共
催
で

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま

す
。

　

日
時
＝
平
成
24
年
11
月
27
日

（
金
）、
午
後
２
時
よ
り

　

会
場
＝
中
野
区
・
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
13
階
コ
ス
モ
ル
ー
ム

　

主
な
内
容
＝
①
青
山
佾
氏
（
元

都
副
知
事
・
明
治
大
学
大
学
院

教
授
）
に
よ
る
講
演
「
農
業
・

農
地
と
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら

し
」、
②
農
業
者
と
消
費
者
の
意

見
交
換
会

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
区

市
町
村
の
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
す

東
京
農
業
振
興
プ
ラ
ン
や
、
都
内

産
農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て
に
説
明
を
受

け
る
と
と
も
に
、
都
農
林
水
産
部

の
幹
部
ら
と
地
域
農
業
を
め
ぐ
る

課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

審査員による審査の様子

東
京
都
へ
の
要
請
と
意
見
交
換
を
実
施

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

が
大
事
」
と
説
き
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
左
記
の
６
名
で
す
。

　
　

黒
沼　

順
子
（
世
田
谷
区
）

 

　

 

松
尾 

 
 
 

勇
（
日
の
出
町
）

 

　

 

横
井　

陽
子
（
八
王
子
市
）

　
　

富
澤　
　

浩
（
多
摩
市
）

　
　

小
山　

慎
一
（
東
村
山
市
）

　
　

峰
岸　

義
治
（
清
瀬
市
）

　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
敬
称
略
）

清
瀬
市
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
く

清
瀬
市
農
あ
る
風
景
を
守
る
会


